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御朱印帳手作り講座御朱印帳手作り講座

　キットを使って、三河木綿やお気
に入りの布・紙でオリジナルの御朱
印帳を作ります。

と　き 　5 月 24 日土・25 日日　
　　　　    ①午前 10 時～　②午後 2 時～

ところ 　２階研修室
対　象 　小学生以上の方
定　員 　各回５人（定員を超えた場合は抽選）
参加費 　1,000 円

申し込み 　5 月 6 日㊡までに、直接、電話、メール、
　�インターネットで住所・氏名・電話番号・メールアド

レス・参加希望日時（第４希望まで可）を博物館（
museum@city.gamagori.lg.jp）へ。

★持参した生地でも作れます。

　写真・美術工芸作品などの個展やグ
ループ展を開催しませんか。

利用料 　全室（180㎡）
　　　　　  午前 3,200 円
　　　　　  午後 3,800 円

対　象 　どなたでも
申し込み �　�利用開始日の 6 カ月前～

直接博物館へ。

ギャラリー利用の案内ギャラリー利用の案内
 0194806  0205071
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